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町
が
毎
年
３
月
に
行
っ
て
い
る

「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
に
回
答
い
た
だ
い
た

町
民
　
人
（
回
収
率
　
・
0
％
）

276

46

の
皆
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重

な
ご
意
見
は
、
今
後
の
施
策
展
開

に
生
か
し
、
よ
り
良
い
行
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声

○
新
十
津
川
町
は
、
ほ
ど
良
く
住

み
や
す
い
町
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

こ
れ
と
い
っ
た
特
産
品
も
な
く
、

商
店
街
に
活
気
が
な
い
。
も
っ
と

全
国
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
特
色

が
あ
る
と
良
い
。
町
も
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
と
思
う

の
で
、
農
業
や
農
地
の
今
後
を
今

か
ら
検
討
し
て
ほ
し
い
。

（
　
代
女
性
）

60

○
わ
が
町
も
 過
  疎
 化
と
住
民
の
高

か
 
そ

齢
化
が
進
ん
で
き
た
。
買
い
物
弱

者
、
そ
れ
と
路
線
バ
ス
以
外
（
国

道
か
ら
離
れ
た
大
和
、
花
月
地
区

な
ど
）
で
交
通
弱
者
に
対
す
る
対

策
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
住
民
同

士
の
サ
ポ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
（
助

け
合
い
）
の
企
画
は
な
い
の
か
。

（
　
代
男
性
）

60

○
滝
川
市
か
ら
転
入
し
ま
し
た
。

福
祉
、
芸
術
、
文
化
に
優
れ
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。
毎
日
生
活
し

て
い
く
う
ち
に
そ
れ
ら
の
恩
恵
を

受
け
る
と
思
い
ま
す
。
水
は
お
い

し
い
で
す
。
除
雪
は
個
人
的
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
満
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
公
共
料
金
、
使
用
料
な

ど
は
値
上
が
り
し
な
い
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
総
じ
て
「
Ａ
」
評

価
で
す
。
た
だ
１
点
、
家
庭
ご
み

を
燃
や
し
て
い
る
の
に
は
困
り
も

の
で
す
。　
　
　
　
　（
　
代
男
性
）

50

○
私
た
ち
は
農
業
を
営
ん
で
い
る

の
で
不
測
の
事
態
が
な
い
限
り
他

の
地
域
に
転
居
す
る
こ
と
は
な
い

け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
新
十
津

川
町
が
好
き
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て

も
、
雇
っ
て
く
れ
る
企
業
が
少
な

す
ぎ
て
転
居
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

今
の
ま
ま
で
は
人
口
の
流
出
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　（
　
代
女
性
）

40

○
く
じ
ら
館
の
改
修
工
事
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ペ
ン
キ
を
塗
り
直
し

た
だ
け
で
入
り
た
い
と
思
う
よ
う

な
魅
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
物
産
品

（
そ
ば
、
米
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
め

は
り
ず
し
な
ど
）
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
な
、
外
か
ら
よ
く
見
え
る
オ

ー
プ
ン
な
施
設
に
建
て
直
し
て
は

と
思
い
ま
す
。
人
口
不
足
の
た
め

婚
活
の
取
り
組
み
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
町
の
中
心
部
や
ふ
る
さ

と
公
園
に
炊
事
遠
足
の
で
き
る
場

所
を
造
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
　
代
男
性
）

30

○
高
齢
者
に
優
し
い
町
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
バ
ス
の
本
数
、
乗
り
継

ぎ
に
不
便
を
感
じ
る
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
他
の
無
料
化
を
続
け
て
ほ
し

い
。
花
月
の
も
み
じ
団
地
、
橋
本

団
地
、
ト
ッ
プ
団
地
も
５
年
以
内

に
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
建

て
替
え
を
希
望
し
ま
す
。

（
　
代
女
性
）

30

こんなまちになってほしい！

もっとこうした方が良いのでは？
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町
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
に
、

研
修
に
取
り
組
む
方
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
次
の
研
修

を
受
講
す
る
方
に
は
、交
通
費
、

宿
泊
費
、
研
修
費
の
全
額
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
者

○
町
内
に
１
年
以
上
住
ん
で

い
る
　
～
　
歳
の
方
（
学
生
、

15

65

生
徒
を
除
く
）

○
町
内
の
事
業
所
に
１
年
以

上
勤
務
し
て
い
る
　
～
　
歳

16

65

の
方

募
集
人
数
　
２
人

※
応
募
者
多
数
の
と
き
は
選

考
し
ま
す
。

助
成
額
　
交
通
費
、
宿
泊

費
、
研
修
費
の
全
額

（
千
円
未
満
切
捨
て
）

締
切
　
７
月
　
日
晶

22

そ
の
他

○
テ
ー
マ
陰
と
韻
で
は
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
内
容

が
異
な
り
ま
す
。

○
開
催
時
期
、
開
催
場
所
、

研
修
内
容
は
、
変
更
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
　
総
務
課

企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
　

察
　
・
２
１
３
１

76

③少子高齢時代のま

ちづくり

～活力ある地域づく

りに向けて～

②地域農業の活性化

策を学ぶ

～所得向上・担い手

対策等～

①少子高齢時代のま

ちづくり
テーマ

１～２月（２日間）12月（２日間）９月（２日間）時 期

急速に進展していく

少子高齢時代のまち

づくりについて学び

ます。

農業が元気になる、

また農業をきっかけ

として地域が元気に

なるための各種方策

を学びます。

急速に進展していく

少子高齢時代のまち

づくりについて学び

ます。

概 要

仙台市電源地域振興センター（東京）場 所

募
集
！
ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成
研
修
生
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平成22年度下半平成22年度下半期期(10月～３月)(10月～３月)
 

水道事業報告
西空知広域水道企業団

　
平
成
　
年
度
下
半
期
（
　
月
１

22

10

日
～
３
月
　
日
）
に
行
わ
れ
た
水

31

道
事
業
の
概
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
平
成
　
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

22

た
第
４
次
拡
張
事
業
、
老
朽
配
水

管
整
備
事
業
お
よ
び
量
水
器
取
換

事
業
は
す
べ
て
竣
工
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
質
は
定
期
的
に
検
査

を
行
い
、
良
好
な
状
態
を
保
っ
て

い
ま
す
。

 

緯76・2486

事
業
の
概
況

敢
主
な
建
設
改
良
工
事
の
状
況

・
第
４
次
拡
張
事
業

徳
富
ダ
ム
建
設
費
を
負
担
し
ま

し
た
。

・
老
朽
配
水
管
整
備
事
業

昭
和
　
年
か
ら
の
創
設
事
業
で

46

埋
設
し
た
配
水
管
の
う
ち
、
新

十
津
川
１
０
０
１
丿
、
雨
竜
　251

丿
の
布
設
替
え
を
し
ま
し
た
。

・
量
水
器
取
換
事
業

計
量
法
の
検
定
（
８
年
ご
と
）

に
よ
り
、
家
庭
用
の
水
道
メ
ー

タ
ー
　
台
を
取
り
換
え
ま
し
た
。

595

柑
給
水
装
置
工
事
の
状
況

　
指
定
工
事
事
業
者
（
現
在
　
店
26

登
録
）
に
給
水
装
置
工
事
を
直
接

依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
新
設
工
事
申
請
を
　11

件
（
年
間
　
件
）、
改
造
工
事
申
請

36

を
３
件
（
年
間
　
件
）
受
け
付
け
、

19

順
次
検
定
を
し
ま
し
た
。

桓
水
質
検
査
の
状
況

　
定
期
検
査
と
し
て
、
毎
月
、
原

水
と
末
端
水
道
栓
の
水
質
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
異
常
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

棺給水の状況

３月末現在　給水件数と給水人口

合　計浦臼町雨竜町新十津川町区　分

4,4418051,1332,503給水件数(件)

11,8741,9362,8997,039給水人口(人)

22年度分　用途別使用水量

構成比(％）
          使用水量 (単位：弱)

区　分
合　計浦臼町雨竜町新十津川町

72.90662,795102,128165,852394,815家事用

24.68224,40617,76173,343133,302業務用

2.3921,713021,7130浴場用

0.032651844203臨時用

100.00909,179119,907260,952528,320合　計

上段:下半期　下段:22年度款配水状況 (単位：弱)

備　考合　計浦臼町雨竜町新十津川町区　分

488,34856,721148,284283,343
配水量

1,018,209120,862302,933594,414

2,6683108101,548
日平均配水量

2,7903318301,629

歓経理状況

　陰収支の概要（収益的収支は税抜き、資本的収支は税込み）　上段:下半期　下段:22年度

備　考 差　引金　額支出科目金　額収入科目

22年度黒字額

111,13596,527収益的支出
（千円）

207,662収益的収入
（千円） 33,233334,519367,752

留保資金 補 
ほ

 填 
てん

△ 86,44093,718資本的支出
（千円）

7,278資本的収入
（千円） △ 146,047315,519169,472

24,695190,245支出合計
（千円）

214,940収入合計
（千円） △ 112,814650,038537,224

102億0904万3千円　隠資産の現在高

24億6094万5千円　韻負債の現在高

77億4809万8千円　吋資本の現在高

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
最
近
、
当
企
業
団
か
ら
あ
た
か

も
委
託
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
を

与
え
、
水
道
水
の
検
査
な
ど
と
称

し
て
浄
水
器
の
訪
問
販
売
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
企
業
団
で
は
、

一
切
、
指
示
や
許
可
は
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。


